
大
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ン
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使
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ま
す
。
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］ 平
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市
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。
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◎今月の表紙

　　　晴基さん　（28歳） 左
坂野　雄紀さん　（34歳） 中
　　　弘樹さん　（30歳） 右

鏡川町

 さかの　   　    ゆうき

　　

薄
香
湾
内
の
一
角
に
養
殖
場
を
構
え
る
（
有
）
坂

野
水
産
。
加
工
場
を
訪
れ
る
と
、
ピ
ン
ク
の
作
業
着

を
着
た
元
気
の
い
い
３
人
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

長
男
の
雄
紀
さ
ん
、
次
男
の
弘
樹
さ
ん
、
三
男
の
晴

基
さ
ん
、（
有
）
坂
野
水
産
が
誇
る
若
き
三
兄
弟
だ
。

　

(

有)

坂
野
水
産
は
、
祖
父
の
武
さ
ん
が
戦
後
石
川

県
か
ら
移
住
し
、
海
産
物
問
屋
の
傍
ら
、
い
り
こ
の

製
造
と
海
面
養
殖
業
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

現
在
で
は
親
子
３
代
で
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

３
人
と
も
長
崎
水
産
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
地
元

を
離
れ
、
福
岡
や
佐
賀
で
働
い
た
後
、
平
戸
に
戻
り

家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

雄
紀
さ
ん
は
、「
現
在
は
、
善
果
園
の
夏
香
の
搾

り
か
す
を
餌
に
混
ぜ
た
『
平
戸
な
つ
香
ブ
リ
』
や
、

『
平
戸
な
つ
香
タ
イ
』
な
ど
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
魚
の
生
臭
み
が
あ
ま
り
な
く
、
ほ

の
か
に
柑
橘
系
の
香
り
が
す
る
と
評
判
は
上
々
で
す

が
、
餌
の
配
合
な
ど
現
在
で
も
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
の
商
品
と
し
て
も
取
り

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
食
べ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
が
平
戸
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
平
戸
に
来
た
い
と
思
う
人
が
増
え
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

申込方法

申込・お問い合わせ

（事務局：教育委員会生月分室）（事務局：教育委員会生月分室）
☎0950-53-0541・FAX 0950-26-5017☎0950-53-0541・FAX 0950-26-5017

いきつきロード実行委員会いきつきロード実行委員会

　教育委員会生涯学習課、各分室、各公　教育委員会生涯学習課、各分室、各公
民館に備え付けの申込用紙（払込取扱票）民館に備え付けの申込用紙（払込取扱票）
に、必要事項を記入し、参加料を郵便振に、必要事項を記入し、参加料を郵便振
込にて入金してください。インターネット込にて入金してください。インターネット
登録サービスを利用する申し込みは、「JTBス登録サービスを利用する申し込みは、「JTBス
ポーツステーション」、ポーツステーション」、「スポーツエント「スポーツエント
リー」またはリー」または「RUNTES」「RUNTES」のホームページのホームページからから
アクセスしてください。アクセスしてください。

　教育委員会生涯学習課、各分室、各公
民館に備え付けの申込用紙（払込取扱票）
に、必要事項を記入し、参加料を郵便振
込にて入金してください。インターネット
登録サービスを利用する申し込みは、「JTBス
ポーツステーション」、「スポーツエント
リー」または「RUNTES」のホームページから
アクセスしてください。

（事務局：教育委員会生月分室）
☎0950-53-0541・FAX 0950-26-5017

いきつきロード実行委員会

参加料 一般…（1人）2,500円　ファミリー…（1組）2,000円　高校生…（1人）1,300円　小・中学生…（1人）800円一般…（1人）2,500円　ファミリー…（1組）2,000円　高校生…（1人）1,300円　小・中学生…（1人）800円一般…（1人）2,500円　ファミリー…（1組）2,000円　高校生…（1人）1,300円　小・中学生…（1人）800円

幼児５歳以上～
小学１年生以下と保護者

いきつきロードいきつきロード　　　 　　　 大会大会いきつきロード　　　 大会
2012016.2.1414（日）2016.2.14（日）
午前午前1010時から順次スタート時から順次スタート（生月支所前）（生月支所前）午前10時から順次スタート（生月支所前）

参加者
募集中

！

20120162016

海男三
兄弟

薄香の
海から極

上の海
の幸を

全国各
地に発

信してい
ます！

ひろき

はるき
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一般会計収入

一般会計支出

平成25年度と比較して48億5,895万円、20.9％増加

市税
27億6,067万円
（9.7％）

寄附金　
　14億6,801万円（5.2％）

国庫支出金
34億3,343万円
（12.1％）

市債
44億6,400万円
（15.7%）

県支出金
30億2,364万円
（10.6%） 使用料・手数料など

　15億7,479万円（5.5％）
自主財源（20.4％

）

284億
3,159万円

収入合計

市税
27億6,067万円
（9.7％）

寄附金　
　14億6,801万円（5.2％）

地方交付税
110億6,975万円 
（38.9％）

国庫支出金
34億3,343万円
（12.1％）

市債
44億6,400万円
（15.7%）

県支出金
30億2,364万円
（10.6%） 使用料・手数料など

　15億7,479万円（5.5％）
自主財源（20.4％

）

284億
3,159万円

収入合計

市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。
今回は、平成26年度決算の概要と平成27年度上半期の執行状況
についてお知らせします。

　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　企画財政課財政班　☎内線2345

平戸市の財政状況

　収入は、平成25年度と比較する
と「やらんば！平戸」応援寄附金の増
加や、大型建設事業に係る合併特例
債の活用による市債の増加などによ
り、総 額 で45億8,493万 円、率 で
19.2％の増となりました。収入のう
ち、市税や使用料など市で調達でき
る「自主財源」の割合は、20.4％で
4.0％の増となりました。

市の自主財源は20.4％

決 算 報 告

　 平成26年度の一般会計の決算額
は、収入が284億3,159万円、支出
が281億4,534万円となり、平成27
年度への繰越事業の財源を差し引い
た実質収支は、1億1,479万円の黒
字となりました。

1億1,479万円の黒字決算

主要
事業

市民一人あたり

8383万8,3588,358円を支出円を支出83万8,358円を支出
※平成27年3月31日現在人口33,572人で計算

　支出では、平成25年度と比較する
と、人件費や維持補修費などの減少
する一方で、「やらんば！平戸」応援
寄附金の増加に伴う積立金と物件費
（寄附に対する返礼品など）の増加や
普通建設事業、扶助費が増加したこ
とにより、総額で48億5,895万円、
率で20.9％の増となりました。また、
市債の繰上償還を5億8,772万円行
い将来の負担軽減（利子軽減額2,107
万円）を図りました。

区　分 増減率金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入 湯 税

7.3
△0.4
1.2

△3.8
△3.4
△15.2
2.2

11億3,109万円
12億3,219万円

9,466万円
2億2,956万円
4,948万円
2,369万円

27億6,067万円

■目的税の使いみち
都市計画税

街路整備（亀岡循環線）
市債償還（都市計画関係）消防防災無線デジタル化整備事業

道路新設改良事業
漁港施設整備事業
小中学校施設整備事業
ふるさと応援寄附金推進事業

9億1,555万円
8億7,131万円
7億1,225万円
5億3,895万円
3億5,969万円

2億5,350万円
1億7,567万円
1億2,666万円
1億2,107万円

本庁舎施設整備事業
街なみ環境整備事業
第69回国民体育大会開催事業
鳥獣被害防止総合対策事業

45万円
4,903万円
4,948万円

決算額区　　　分

事　　業　　名

区　　　分 平成26年度

7万8,921円

68万   173円

21万5,927円
73億9,247万円

81万3,652円
278億5,619万円

平成25年度

事　業　費 事　　業　　名 事　業　費

合　　　計

入湯税

鉱泉源の保護管理施設整備
消 防 施 設 等 整 備
観 光 施 設 整 備
観 光 振 興

決算額区　　　分

合　　　計

1,258万円
22万円
495万円
594万円
2,369万円

■市民1人あたりの負担とサービスなど

◎決算の状況（一般会計）

収 入 総 額

支 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

238億4,666万円

232億8,639万円

5億6,027万円

3億3,679万円

2億2,348万円

平成26年度

284億3,159万円

281億4,534万円

2億8,625万円

1億7,146万円

1億1,479万円

平成25年度

45億8,493万円

48億5,895万円

△2億7,402万円

△1億6,533万円

△1億   869万円

対前年度増減額

　　　　　平戸市未来創造館整備事業　　　　

事業費　7億1,829万円
【総事業費（H24～H26）8億9,218万円】

事業費　6億6,283万円
【総事業費（H24 ～ H27）12億3,153万円見込み】　

平戸市消防庁舎整備事業

市民１人が負担したお金（市税）

市から受けた公共サービス（支出合計）

貯金現在高（基金）

借金現在高（市債）

8万2,231円

83万8,358円

27万4,302円
92億    887万円

86万4,605円
290億2,651万円

※

※

負担したお金（市税）と、市からの公共サービスとの差額には、国や県か
らの補助金など税以外の収入が充てられています。
貯金現在高（基金）と借金現在高（市債）の下段の数字は決算額

合　 計

◎支出の性質別内訳グラフ

公債費
36億2,857万円
（12.9%）

人件費
34億7,267万円
（12.3%）

扶助費
38億6,769万円
（13.8 %）

補助費等
30億4,799万円
（10.8%）

物件費
27億5,264万円
（9.8%）

積立金　
19億8,775万円（7.1%）

投資および出資金・貸付金　
                 1億5,462万円（0.5%）

維持補修費　1億9,576万円（0.7%）

普通建設事業費
65億9,479万円
（23.4%）災害復旧事業費

8億7,736万円
（3.1%）

281億
4,534万円

支出合計

投資的経費（26.5％）

任
意
的
経
費（
34

.5％
） 義務的経

費（
39.0％

）

繰出金
15億6,550万円（5.6%）

総務費
48億4,482万円
（17.2%）

教育費
29億7,515万円
（10.6%）

民生費
62億6,702万円
（22.3%）

公債費
36億2,857万円
（12.9%）

衛生費
25億574万円
（8.9%）

土木費
17億9,352万円（6.4%）

商工費
5億909万円（1.8%）

農林水産業費
19億349万円（6.8%）

災害復旧費
8億7,737万円（3.1%）

その他
2億3,496万円（0.8%）

消防費
26億561万円
（9.2%）

281億
4,534万円

支出合計

◎支出の目的別内訳グラフ

※平成26年度から平成27年度に繰越した事業費は含んでいません。

依存財源計（79.6％）

地方消費税交付金など
６億3,730万円（2.3%）

◎収入の内訳グラフ 地方消費税交付金など
６億3,730万円（2.3%）

◎収入の内訳グラフ
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区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地

建 物

有価証券

基 金

債 権

出 資 金

出 捐 金

981万8,683㎡

25万2,789㎡

1,355万円

105億7,114万円

4億    858万円

6,468万円

1億　  44万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

1億9,741万円
1億7,004万円
8億9,728万円
8,837万円
5,786万円
1,297万円

9億6,831万円
9億8,880万円
24億3,100万円
2億6,579万円
2億1,425万円
2,603万円

4億   155万円
9,895万円

8億5,743万円
4,946万円
6,921万円

0円

◎市債の残高
　（市民1人当たり105万2,360円）

◎一時借入金の状況
　平成27年９月30日現在は、
　　　　　　ありませんでした。

一般会計

水道事業 

病院事業

交通船事業 

国民健康保険（直診勘定）

農業集落排水事業

電気事業

合　計 

区　分 残　高

276億3,329万円

57億8,973万円

13億7,921万円

5,723万円

1億1,597万円

8,814万円

0円

350億6,357万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
電気事業
駐車場事業
工業団地事業
給与管理

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

24億4,577万円
931万円
2,429万円

1億2,533万円
17億1,008万円

1,345万円
547万円
77万円
655万円
465万円
225万円
509万円

15億8,648万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
市 債
そ の 他

収 入 合 計

26億2,828万円
107億　100万円
2億3,588万円
30億4,395万円
22億9,767万円
15億　199万円
37億8,940万円
29億6,674万円

271億6,491万円

10億5,002万円
72億   845万円

8,786万円
8億4,439万円
1億5,555万円
9億　533万円

0円
7億8,365万円

110億3,525万円

58億4,541万円
63億5,745万円
28億3,671万円
18億    474万円
19億5,732万円
30億7,762万円
31億1,902万円
21億6,664万円

271億6,491万円

1億7,545万円
3億4,197万円
3億1,974万円
1億      75万円
5,682万円

1億2,520万円
15億4,750万円

8,192万円

27億4,935万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他

支 出 合 計

58億9,614万円
6,882万円

1億2,403万円
4億1,560万円
44億3,451万円

3,062万円
1,256万円
800万円
1,179万円
2,028万円
488万円
3,380万円

33億2,262万円

23億3,908万円
942万円
2,198万円

1億2,406万円
16億2,345万円

1,141万円
80万円
404万円

0円
424万円
215万円

0円
0円

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
中

区　分区　分

ー
平
成
平
成
2727
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

ー
平
成
27
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

（
平
（
平
成
2727
年
９
年
９
月
30
日
現
在
）

日
現
在
）

（
平
成
27
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

執行
状況

市債残高（全会計）

すべてにおいて判断基準内の財政状況

市債残高は8億7千万円増加

■市債残高の推移のグラフ チェックチェックチェックチェックチェックチェックチェック

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

平成
25年度説　　　明

－
－

8.5%
7.0%

－
－

9.7%
24.0%

平成
26年度

国 の基 準
早期健全化基準
（イエローカード）
12.92%
17.92%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
30.00%
35.0%

国の基 準

※「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」は、赤字が生じていないため「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
26年度説　　　明

平成
25年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計
経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と
資金不足比率

特別
会計

企業
会計

※特別会計とは･･･

　国民健康保険は国民健康保険税
で、介護保険は介護保険料でといっ
たように、特定の収入で特定の支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…
　民間企業と同じようにその仕事
自体に収益があり、その収益で支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

交
通
船
事
業

病
院
事
業

収　入
支　出

収　入
支　出

10億4,173万円
9億7,830万円

2億3,864万円
5億    668万円

収　入
支　出

収　入
支　出

2億    922万円
2億    922万円

0円
2,569万円

収益的
収支

資本的
収支

収益的
収支

資本的
収支

収　入
支　出

収　入
支　出

23億7,429万円
31億6,187万円

2億    836万円
2億6,377万円

水
道
事
業

収益的
収支

資本的
収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）

国民健康保険
（大島直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島
いさりびの里事業
電気事業

給与管理

53億5,745万円

6,214万円

1億1,206万円

4億1,546万円

41億3,128万円

2,868万円

1,283万円

157万円

1,199万円

1,969万円
32億7,866万円

53億3,270万円

6,214万円

1億1,206万円

4億1,504万円

40億6,274万円

2,868万円

1,283万円

157万円

1,199万円

1,969万円
32億7,866万円

支　出収　入区　分

　市の借入金である市債は、近年
の縁故債を中心とした繰上償還の
実施に伴い減少傾向にありました
が、平戸市未来創造館など大規模
な施設整備に合併特例債を積極的
に活用したため、起債発行額が一
旦増加に転じたものです。今年度
も計画的な繰上償還の実施により、
さらなる財政の健全化に努め、将
来の公債費負担の軽減を図ります。

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律（財政健全化法）」により、毎年度、健全化判断比率な
どを算定し、議会に報告するとともに市民の皆さんに公表しています。平成
26年度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基準（イ
エローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむね健
全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施している借入
金（市債）の繰上償還によるところが大きく影響しており、今後も行財政改革
の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。※平成27年9月30日現在人口33,319人で計算

（年度）

（単位：億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出



給料・パート収入

親からの仕送り

金融機関などからの借金

貯金の取り崩し

合計

※決算額などの数字については、子どもたちに分かりやすい
　ように、端数を省略しています。

　

取
材
で
立
ち
寄
っ
た
、
と
あ
る
小
学
校

で
相
撲
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
る
児
童
を

発
見
し
ま
し
た
。
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お
や
？
何
や
ら
練
習
中
に
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
ま
す
。
話
題
は
テ
レ
ビ
の
話
か

ら
市
の
財
政
の
こ
と
に
。
ど
う
や
ら
市
役

所
に
勤
め
て
い
る
職
員
の
監
督
が
い
る
よ

う
で
す
。
な
か
な
か
難
し
い
財
政
の
話
も
、

児
童
と
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
分
か
り
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
児
童
と

監
督
の
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

監
督
こ
ら
！
練
習
中
に
な
に
し
ゃ
べ
っ
て

　
　

る
ん
だ
！

児
童
監
督
！
こ
の
間
テ
レ
ビ
ば
見
よ
っ
た

　
　

ら
、
平
戸
市
の
財
政
が
ど
う
の
っ
て

　
　

言
い
よ
っ
た
と
け
ど
、
な
ん
ば
言
い

　
　

よ
る
と
か
よ
く
分
か
ら
ん
か
っ
た
と

　
　

で
す
よ
。

児
童
市
の
広
報
に
も
金
額
と
か
グ
ラ
フ
と

　
　

か
載
っ
と
っ
た
ば
っ
て
、
父
ち
ゃ
ん
の

　
　
「
何
か
よ
ぉ
分
か
ら
ん
」っ
て
言
い
よ
っ

　
　

た
も
ん
ね
。

監
督
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、

　
　

収
入（
歳
入
）が
２
８
４
億
円
で
、

　
　

支
出（
歳
出
）が
２
８
１
億
円
、
平

　
　

成
26
年
度
中
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
工

　
　

事
な
ど
を
平
成
27
年
度
に
行
う
お

　
　

金
が
約
２
億
円（
繰
越
財
源
）、
そ
れ

　
　

ら
を
差
し
引
い
た
残
り
が
、
約
１

　
　

億
円
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

児
童
平
成
26
年
度
は
約
１
億
円
黒
字
っ
て

　
　

こ
と
ね
。
黒
字
で
よ
か
っ
た
ば
い
。

　
　

安
心
し
た
〜
。

監
督
黒
字
は
黒
字
な
ん
だ
け
ど
・
・
。
今

　
　

後
の
収
入
や
支
出
の
こ
と
を
考
え
る

　
　

と
安
心
で
き
る
状
態
で
は
な
い
ん
だ
。

　
　

市
の
収
入
は
、自
分
た
ち
で
ま
か
な
っ

　
　

て
い
る
お
金（
自
主
財
源
）が
少
な
く
、

　
　

国
か
ら
も
ら
う
お
金（
依
存
財
源
）の

　
　

ほ
う
が
多
い
状
況
な
ん
だ
よ
。

児
童
ど
う
い
う
こ
と
き
ゃ
？

監
督
そ
し
た
ら
、
市
の
会
計
を
家
庭
の
家

　
　

計
簿
に
置
き
換
え
て
説
明
す
る
ね
。

　
　

食
費
や
医
療
費
、
ロ
ー
ン
の
返
済
の

　
　

ほ
か
、
老
朽
化
し
た
家
の
増
改
築

　
　

や
光
熱
費
な
ど
、
生
活
す
る
上
で

　
　

ど
う
し
て
も
必
要
な
経
費
が
支
出

　
　

の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
ん
だ
よ
。

　
　
　

ま
た
、
収
入
は
、
親
か
ら
の
援

　
　

助
が
一
番
多
く
６
割
を
超
え
て
い
る

　
　

け
ど
、
給
与
・
パ
ー
ト
収
入
や
、
借

　
　

金
を
し
て
さ
ら
に
貯
金
を
取
り
崩

　
　

さ
な
け
れ
ば
家
計
を
保
つ
こ
と
が
で

　
　

き
な
い
状
況
な
ん
だ
。
こ
れ
か
ら

　
　

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
家
の

　
　

増
改
築
や
家
電
製
品
の
買
い
替
え

　
　
（
公
共
施
設
の
建
て
替
え
）の
経
費

　
　

を
ど
う
賄
う
か
、
さ
ら
な
る
経
費

　
　

の
節
減
が
必
要
に
な
る
ん
だ
よ
。

児
童
だ
い
ぶ
ん
分
か
っ
て
き
た
け
ど
・
・
・
。

　
　

何
か
心
配
に
な
っ
て
き
た
ば
い
。
市

　
　

役
所
の
人
た
ち
は
財
政
状
況
を
良
く

　
　

す
る
た
め
に
何
か
取
り
組
み
よ
る
と
？

　
　

大
丈
夫
か
と
平
戸
市
は
？

監
督
そ
う
ね
。
市
で
は
収
入
を
増
や
し
た

　
　

り
、
支
出
を
見
直
す
た
め
に
事
務
の

　
　

や
り
方
や
事
業
の
見
直
し
を
し
た
り
、

児
童
例
え
ば
、
家
で
出
る
ご
み
を
少
し
で

　
　

も
減
ら
せ
ば
、
ご
み
処
理
の
た
め

　
　

の
費
用
を
減
ら
せ
る
と
じ
ゃ
な
か

　
　

き
ゃ
？

監
督
そ
う
だ
ね
。
一
人
一
人
の
量
は
少
な

　
　

く
て
も
、
市
全
体
に
な
れ
ば
か
な
り

　
　

の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
っ
て

　
　

こ
と
だ
ね
。
他
に
も
、
医
療
費
の
増

　
　

加
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
か

　
　

ら
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
予
防

　
　

し
た
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す

　
　

る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

児
童
自
分
も
健
康
に
な
る
し
、
市
の
支
出

　
　

を
減
ら
せ
る
な
ん
て
、
早
速
取
り
組

　
　

ま
ん
ば
ね
。

監
督
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
っ
て
意

　
　

外
と
あ
る
ん
だ
よ
。
こ
れ
ま
で
あ

　
　

ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も

　
　

し
れ
な
い
け
ど
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

　
　

の
現
状
を
知
っ
て
、 一
人
一
人
が
で

　
　

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
！

財
政
状
況
を
小
学
生
に
説
明
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
　

〜
相
撲
教
室
が
い
つ
の
ま
に
か
決
算
教
室
に
〜

児
童
夏
に
で
き
た
新
し
い
図
書
館
や
、
消

　
　

防
署
も
き
ゃ
？

監
督
そ
の
と
お
り
！
市
が
こ
れ
ら
の
運
営

　
　

や
管
理
す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
ん

　
　

だ
よ
。
そ
の
お
金
の
使
い
道
を
決
め

　
　

た
り
、
使
え
る
お
金
が
ど
れ
く
ら
い

　
　

集
ま
る
か
、
予
定
ど
お
り
に
使
わ
れ

　
　

た
か
確
認
し
た
り
す
る
と
・
・
こ
れ

　
　

ら
全
体
を「
財
政
」と
い
う
ん
だ
よ
。

児
童「
ざ
い
せ
い
」っ
て
い
う
ん
だ
ぁ
〜
。

監
督
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
１
年
ご

　
　

と
に
計
画
し
た
も
の
を「
予
算
」そ
の

　
　
「
予
算
」を
使
っ
た
あ
と
で
確
認
す
る

　
　

こ
と
を 「
決
算
」と
言
う
ん
だ
よ
。

　
　

こ
こ
ま
で
分
か
っ
た
か
な
ぁ
？

児
童
な
る
ほ
ど
。
よ
く
分
か
り
ま
し
た
！

平
戸
市
の
財
政
状
況
は
？

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
？

　
　

職
員
の
人
数
を
減
ら
し
て
人
件
費
を

　
　

抑
え
た
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ
れ

　
　

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
行
う

　
　

け
ど
、
今
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

　
　

活
気
の
あ
る
ま
ち
を
創
る
に
は
、
市

　
　

役
所
だ
け
で
の
取
り
組
み
で
は
限

　
　

界
が
あ
る
ん
だ
よ
。

財
政
状
況
の
改
善
へ
ぼ
く
た
ち
に

も
で
き
る
こ
と
は
？

児
童
そ
ん
な
に
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
ら
、

　
　

ぼ
く
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
考

　
　

え
て
み
ん
な
で
協
力
せ
ん
ば
ね
！

　
　

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
？

財
政
・
予
算
・
決
算
と
は
？

監
督
ま
ず
は
、
言
葉
の
意
味
か
ら
説
明
し

　
　

よ
う
。
み
ん
な
の
通
う
小
学
校
や
、

　
　

市
民
病
院
な
ど
は
市
が
運
営
管
理
を

　
　

し
て
い
る
ん
だ
。

■市の予算を家庭の家計簿に置き換えると
よさん？けっさん？

なるほど～。

おぉ～！！ 赤字？
黒字？

難しかね～。
今日も練習がんばるぞ～！

平戸家の家計簿
（平成26年度決算を月収25万円の家庭にたとえると・・・・）

収入 支出
生活に使うお金
131,034円

家族で稼ぐお金
49,501円

49,501円

159,720円

39,252円

1,528円

250,001円

30,535円

34,008円

51,005円

1,721円

13,765円

31,906円

65,702円

1,359円

17,478円

248,838円

食費

医療費など

光熱水費など

車や家具などの修理代

子どもたちへの仕送り

借金の返済
（車のローン返済）

家の増改築

貸すお金

貯金

合計

借金残高 3,062,772円

一般会計予算
（歳入）

一般会計予算
（歳出・性質別）

人件費

扶助費

物件費など

補助費

維持補修費

繰出金

公債費

普通建設事業など

貸付金

積立金

市税

    分担金および負担金

    使用料および手数料

繰越金

財産収入
雑入など
地方譲与税

地方消費税交付金
地方交付税など

国庫支出金
県支出金

市債

繰入金



　　

市
で
は
、
来
庁
者
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
窓
口

の
手
続
き
が
「
わ
か
り
や
す
く
」

「
便
利
で
」「
早
く
終
わ
る
」
と
い
う

市
民
の
視
点
に
立
ち
、「
総
合
受

付
窓
口
化
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
市
役
所

本
庁
市
民
課
の
窓
口
で
従
来
の
業

務
に
加
え
て
、
税
務
関
係
の
各
種

証
明
書
の
発
行
や
、
福
祉
関
係
の

各
種
届
出
書
な
ど
の
預
か
り
、
お

よ
び
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異

動
手
続
き
の
際
に
発
生
す
る
福
祉

関
係
の
手
続
き
が
、
総
合
受
付
窓

口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
待
合
ロ
ビ
ー
の
配
置
や

市
民
課
の
窓
口
配
置
が
変
わ
る
ほ

か
、
各
係
の
業
務
内
容
を
分
か
り

や
す
く
示
す
表
示
板
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
図
り
ま
す
。

総合受付窓口

市 民 相 談

福 祉 課

待合ロビー

記載
台

証明書交付

市民課窓口など

公金取扱所

玄関
階段階段階段 小会議室

市民課

会計課 税務課

●住民異動届・戸籍届の受付、住民票・戸籍や印鑑証明書の発行、パスポー

　　ト受付などの業務

●保険年金の加入、脱退届出の受付、衛生、交通安全、防犯などの業務

※市民課で提供される業務は、今までのとおりです。

総合受付窓口サービスがスタート！
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総
合
受
付
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

平成28年１月から

総合受付窓口で
取り扱う業務

従来の市民課
窓口業務

保健センターの
業務のうち

水道局の
業務のうち

福祉課の
業務のうち

税務課（総務徴収
班）の業務のうち

転入・転出・出生・死亡など住民異動に伴って発

生する福祉関係手続きを総合受付窓口で取り扱い

ます。また、介護保険班、高齢者支援班、障害福

祉班、子育て支援班、総務班で受け付けを行って

いた申請書、届書を総合受付窓口で取り扱います。

母子保健、予防接種関係書類などを総合受付窓口

で取り扱います。（出生届時および未就学児の転入

時における母子保健・予防接種関係書類の交付、

健（検）診日程表の配付）なお、妊娠届の受理およ

び母子保健手帳交付は、従来どおり福祉課（子育て

支援班）、各支所・出張所で取り扱います。

水道関係の届書は別館の水道局での手続きとなっ

ていますが、総合受付窓口でも届出書の預かりを行

います。（水道使用開閉栓届出書受付、水道使用

開閉栓届出書（変更）受付、水道料金口座振替申

請書受付）

従来、税務課で交付していた税務証明書を総合受

付窓口で取り扱います。【納税証明書、所得課税証

明書、課税証明書、非課税証明書、所在証明書、

軽自動車税納税証明書（車検用）、納付額確認書】

なお、土地家屋台帳の閲覧、字図の写しなどは従

来どおり税務課で取り扱います。

窓口サービスの変更点は下記のとおりです

■お問い合わせ　行革推進課行革推進班　☎内線2352

新たな窓口サービスの開始に伴い

市役所本庁１階の配置が変わります

※申請書の記入方法や来庁者を案内する業務なども、総合受付窓口で行います。分からないことがあれば、お気軽

   にお尋ねください。

※証明書発行時には、本人確認書類や、代理人の場合委任状が必要です。ご理解とご協力をお願いします。

申
請
・
届
出

窓
口

福
祉
窓
口
な
ど

（追加される業務）



　昭和44年12月１日、生月町消防団員として入団以
来、平戸市消防団生月地区副団長などとして、消防力
の増強・近代化に努めるとともに、団員の技術向上、
防火思想の普及に尽力するなど、消防防災体制の確立
と民生安定に貢献されました。
　「これもひとえに関係皆さんの心温かいご指導・ご
高配のたまものと心より感謝します。今後はこの栄誉
に恥じることのないよう、一層の精進をしていきた
い」と受章に際して話されました。

（生月町）

金子　光弘　さん

「誠に光栄なことと感謝しています」
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【
長
崎
新
聞
社
賞
】

　

山
頭　

あ
け
み（
画
の
部
・
戸
石
川
町
）

【
西
日
本
新
聞
社
賞
】

　

嶋
田　

果
南（
書
の
部
・
平
戸
中
３
年
）

【
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
】

　

富
永　

節
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

【
平
戸
市
医
師
会
長
賞
】

　

吉
田　

キ
ミ（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

【
平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　

尾
形　

柚
来（
画
の
部
・
堤
小
５
年
）

【
平
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　

岳
下　

竜
也（
画
の
部
・
生
月
小
６
年
）

【
奨
励
賞
】（
氏
名
の
み
・
順
不
同
）

　

片
山
昌
美
・
柴
田
幸
枝
・
田
中
宝
・
田

　

中
徳
治
・
池
田
淑
江
・
松
浦
聰
・
上
野

　

佳
江
・
大
鳥
居
和
子
・
尾
﨑
眞
規
子
・

　

森
田
鶴
子
・
近
藤　

美
子
・
外
輪
梓
・

　

江
代
ま
さ
子
・
大
橋
り
か
・
平
松
さ
み

　

・
山
﨑
栄
子
・
吉
田
キ
ミ
・
村
田
忠
道

　

・
古
川
幸
太
・
阿
立
空
河
・
新
吉
屋
優

　

雅
・
髙
田
百
華
・
北
村
由
依
菜
・
山
田

　

彩
乃
・
吉
本
壮
玖
・
輪　

仁
子
・
瀬
戸

　

香
帆
理　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

【
市
長
賞
】

　

林　

英
一（
画
の
部
・
田
平
町
）

　

森　

富
美
子（
書
の
部
・
田
平
町
）

　

井
澤　

英
樹（
写
真
の
部
・
田
平
町
）

　

宇
野　

美
貴
枝（
工
芸
の
部
・
大
久
保
町
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

川
村　

保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

【
市
教
育
長
賞
】

　

田
中　

杏
奈（
画
の
部
・
山
田
小
１
年
）

　

岩
男　

咲
希（
書
の
部
・
平
戸
小
１
年
）

【
市
教
育
会
長
賞
】

　

赤
木　

水
輝（
画
の
部
・
田
助
小
２
年
）

【
平
戸
市
美
術
振
興
会
長
賞
】

　

村
田　

德
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

　

尼
﨑　

利
幸（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

【
平
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
】

　

松
川　

悠
哉（
画
の
部
・
生
月
小
３
年
）

　

針
尾　

紅
瑠
実（
画
の
部
・
堤
小
４
年
）

【
平
戸
観
光
協
会
長
賞
】　

　

市
瀨　

亜
水
美（
書
の
部
・
平
戸
中
３
年
）

【
平
戸
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

松
山　

清（
画
の
部
・
深
川
町
）

【
生
月
町
文
化
協
会
長
賞
】

　

﨑
本　

満
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
田
平
町
文
化
協
会
長
賞
】

　

大
坂
屋　

シ
ヅ
子（
画
の
部
・
大
久
保
町
）

【
大
島
村
文
化
協
会
長
賞
】　

　

川
本　

沙
絵（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
長
賞
】

　

油
屋　

博
子（
画
の
部
・
崎
方
町
）

【
平
戸
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

富
永　

節
子（
書
の
部
・
田
平
町
）

元　生月町消防団副団長
　平成27年秋の叙勲の発表がありました。

また、平戸市美術展覧会で入賞された各種被

表彰者をご紹介します。

瑞宝単光章

消防功労

　瑞宝双光章

地方自治功労

（田平町）
故　前田　孝　さん

元　田平町助役

かねこ　　　     みつひろ

まえだ　　　 たかし

　昭和23年に田平村役
場に入庁し、昭和57年
助役に就任。３期10年
間、町長の補佐役として
多くの懸案事項を解決す
る中で町政発展のため尽
力されました。
　特に農業の振興に関し
ては、多大な貢献をされ
ました。（７月1日授与）

受章おめでとうございます

秋の叙勲および各種表彰

（死亡叙勲）

　

本
年
度
か
ら
新
し
い
教
育
委
員
会
制
度

が
始
ま
り
、
教
育
の
政
治
的
中
立
を
確
保

し
な
が
ら
も
、
総
合
教
育
会
議
の
設
置
や

大
綱
の
策
定
な
ど
、
市
長
と
の
連
携
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大

き
な
改
革
の
中
に
、
図
ら
ず
も
教
育
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
今
日
ま
で
築
か
れ
ま
し
た
教
育
環
境

の
維
持
向
上
に
努
め
、
郷
土
を
愛
し
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
環
境
の
充
実
と
、
生
涯
学
習
宣
言
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

を
通
し
て
、
平
戸
市
の
定
住
促
進
や
地
域

の
発
展
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

は
な
は
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【略歴】
昭和53年11月に旧田平
町役場に入庁し、市町
村合併時には、企画振
興課合併担当参事とし
て新市の誕生に尽力。
合併後は、市長公室長、
福祉保健部長、市民福
祉部長など主要な役職
を歴任。11月19日から
新教育長に就任

小川茂敏（60）
新教育長

杉澤伸慈（66）
前教育長

【略歴】
県内６中学校、県教委、
長崎市教委教育研究所
長を務めたあと、県中
学校校長会長、県校長
会副会長を歴任。平成
22年３月、長崎市立桜
馬場中校長を最後に退
職。その後平戸市教育
長として１期４年務め
た。

　

私
は
、
11
月
18
日
を
も
っ
て
、
任
期
満

了
に
よ
り
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
11
月
に
こ
の
職
を
拝
命
し
て

以
来
、
４
年
間
の
務
め
で
あ
り
ま
し
た
が
、

与
え
ら
れ
た
任
期
を
無
事
に
全
う
で
き
ま

し
た
の
も
、
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
た

お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
課
題
に
直
面

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
市
民
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

本
市
教
育
の
さ
ら
な
る
振
興
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
り
わ
け
、「
教
育
の
原
点
は
人
づ
く

り
に
あ
る
」と
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
す

べ
て
の
市
民
の
皆
様
が
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
育
て
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 前

教
育
長
退
任
あ
い
さ
つ

新
教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

「
多
く
の
皆
様
に

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

「
生
涯
学
習
宣
言
都
市
に

　
　
　
　

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
に
」

▲退任式で職員から見送られる杉澤前教育長

－　平戸市教育長が交代　－

　11月５日に開催された平成27年11月臨時議会
で、平戸市教育長の選任について同意され、小川茂
敏氏が11月19日付で新教育長に就任しました。

おがわ　   しげとし

すぎざわ　   しんじ

平成27年11月19日付　
平戸市職員異動

●市民福祉部長
岡部輝幸（総務部地域協働課長）
●総務部総務課長兼行政班長
度嶋　悟（総務部総務課長）
●総務部地域協働課長
鴨川恵介（総務部総務課行政班長）

平成27年11月18日付　
退職者

小川茂敏（市民福祉部長）
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　オランダ王国ノールトワイケルハウト市レー
ウェンホルスト中高学校の生徒12人が、平成23

年から続く姉妹都市交流事業の一環として本市を

訪れました。

　12人は、それぞれパートナーの家庭へホームス

テイしながら、市内の３つの高校へ通学し、日本

の文化や学校の授業を体験しました。授業では習

字や、剣道など日本特有の授業もあり、初めての

体験に楽しんで取り組んでいました。

　来年の３月には、今回ホームステイ先として受

け入れた生徒がオランダを訪問します。

異文化交流で国際的な視野を！10

10

動物とふれあい食を学ぶ

　田平東小学校で、「命をいただくということ」を
テーマに、食育ワークショップが開催されました。

　今回は、北松農業高等高校の動物科学部の生徒

と平戸食育ワークショップチームが協力して、学

校で飼育している動物を田平東小学校のグラウン

ドに連れてきて、移動動物園を開催し、児童たち

と動物のふれあいを通じて、命の大切さや食に対

しての感謝の気持ちを学んでもらおうと企画、実

施しました。動物とのふれあいの後は、プロの料

理人の指導のもと、自分たちで食材を調理し、本

格的な料理法なども学んでいました。

11
２

平戸のキリシタンの歴史を学ぶ

　生月町開発総合センターで、島の館開館20周
年記念事業として国際フォーラム「キリシタンの
世紀と世界遺産」が開催されました。
　リスボン大学のカステルブランコ准教授が、リ
スボンと長崎の景観の共通点について講演。ディ
スカッションでは、リスボン新大学のコスタ教授
が、生月島の領主・籠手田安経は有力武将が入
信・一斉改宗を行った最初の事例と評価し、東大
史料編纂所の岡美穂子助教と島の館の中園学芸員
は、外海と生月島のキリシタン信仰の特徴を紹介。
最後は山田の唄オラショが披露されました。

11
１ 秋ならではの収穫体験

　平戸瀬戸市場いも農園で「親子でいも掘り体験
学習」（平戸瀬戸市場主催）が開催されました。こ

の体験は、子どもたちが自然、そして農業、また、

普段何気なく食べている食材への興味・関心を抱

くきっかけづくりとして今年初めて行われました。

　参加した田平の３つの小学校の児童たちは、自

前のスコップで土を掘り、大きな芋が取れると満

面の笑みを見せていました。

　この農園では、11月の土・日も一般に開放し、

親子連れなど多くの来場者が訪れ、秋限定の収穫

体験を楽しみました。

10
25

火災発生！機敏な動きで初期消火

　市消防本部で「第23回初期消火操法競技大会」
が開催されました。

　市内の病院や福祉施設、保育所などから消火器

の部30チーム、屋内消火栓の部12チームが出場。

緊迫した雰囲気の中で、選手たちは消防への通報

や避難の呼びかけ、消火などを機敏な動作で行い、

日頃の訓練の成果を発揮しました。

　結果は次のとおりです（1位のみ）。【消火器の

部】女子の部：柿添病院、男子の部：北松北部環

境組合【屋内消火栓の部】女子の部：東和愛児園、

男子の部：平戸荘

10
21いつまでもお元気で　祝100歳

　田平町の小川ミユキさんが100歳のお誕生日を
迎えられ、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品

を贈り長寿を祝いました。

　ミユキさんは、若いころからご主人と一緒に農

業をされ、息子１人娘５人の６人のお子さんに恵

まれました。その後も90歳になるまで農業を続

け、現在はデイサービスでご友人とお話やゲーム

をしながら楽しく過ごしています。

　お祝い式ではご家族に囲まれ、「本日は雨の中

ありがとうございました」と感謝の言葉を述べら

れました。

11
２ 地元の魚を調理しました！

　中野中学校で「水産教室」（県北地区漁業士会・
平戸市漁青連共催）が開催され、１・２年生の生

徒14人が参加しました。

　この水産教室は、地元の魚を使った調理体験を

通じて魚食普及を図るために開催したもので、県

北地区漁業士会の皆さんが地元の魚の紹介した後、

「シイラ」や「ハマチ」のさばき方を披露し、生徒

の皆さんは興味津々に見ていました。

　その後生徒全員で、アジの三枚おろしに挑戦し、

アジのパン粉焼きと魚の刺身をみんなでおいしく

いただきました。

10
20

～22

こ　   て　     だ　    やす    つね
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　中心市街地一帯で、「平戸くんち城下秋まつり」
が開催されました。
　今年も平戸くんちと同日開催となり、会場内
でもご神幸やジャ踊り、獅子舞が披露され、
訪れた皆さんは、立ち止まって声援を送って
いました。
　商店街には市内の53店が出店したほか、本
市と交流のある都市の物産市も開催され、来
場者は秋まつりのチケットを片手に商店街を
練歩き、平戸グルメの食べ歩きや特産品など
の買い物を楽しみました。

晴天に恵まれくんちも大盛況！

11
12 映画「あなたへ」ゆかりの地で

　薄香港フェリー待合所で、映画俳優「故高倉
健」さんの一周忌にあわせて「高倉健さんをしの
ぶ会」が開催されました。
　会では、平戸観光協会の藤澤会長や市長などか
らの感謝の言葉をはじめ参列者による献花が行わ
れ、最後は映画「あなたへ」で高倉さん演じる主
人公が妻の散骨をするために、使用した船「そよ
かぜ」に乗って、市長らが海に献花しました。ま
た、高倉健さんゆかりの品の展示や、１日限定で、
映画「あなたへ」で設定された濱崎食堂のメ
ニューを再現した弁当の販売も行われました。

11
11 故松本画伯の作品をふるさとに

　平戸市未来創造館COLAS平戸で、本市出身の
画家「故松本孝之さん」の絵画の贈呈式が行われ
ました。松本さんは、長崎県や東京都で教員とし
て従事した後、昭和48年から画業に専念し、平
成6年には、紺綬褒章を受章されました。また、
国内はもとよりベルギー、フランスなど海外でも
数々の賞を受賞されています。
　今回、妻マツエさんから市長に絵画が贈呈され、
「大好きなふるさと平戸に自分の絵を展示させて
もらえて、主人も天国で喜んでいることでしょ
う」と話されていました。

2524

10
読書の秋を満喫しよう！

　平戸市ふれあいセンターゆめホールで、「作家
さんたちとあそぼう！」（ヒラドビックフュー
チャーズ主催）が絵本作家の飯野和好さん、直木
賞作家の江國香織さんを迎え開催されました。
　2人は対談を通して、子どもの頃の話から、本
に出会ったきっかけ、本の魅力などユーモアたっ
ぷりに話しました。最後には飯野さん、江國さん
がそれぞれ自身の絵本や本を朗読し、飯野さんは、
三味線の音に合わせて面白おかしく絵本を読み、
会場に集まった約100人のお客さんを楽しませて
いました。

11
９

　平戸テニスクラブ（谷原茂会長）がアメリカコ
ロラド州デンバーから22人の旅行者を受け入れ
ました。
　谷原会長が７年前に1度受け入れたのがきっか
けで、先方から「今回もぜひ平戸城が見えるコー
トでテニスがしたい」との要望があり、７年越し
に受け入れが実現しました。
　この日は、亀岡のテニス場で平戸テニスクラブ
のメンバーとテニスを通して交流を深めました。
会場には、臨時に茶会も設けられ、初めての茶道
体験を楽しんでいました。

テニスを通して国際交流！
11
11

11
７ 流暢なスピーチに感動！

　平戸市ふれあいセンターゆめホールで、「第３
回平戸市中学生英語スピーチ大会」が開催されま
した。
　この大会は、本市の中学生の英語力の向上を図
る機会にすることと、国際化の中で平戸の将来を
担う子どもの育成を目指すことを目的に市内中学
校から22人が参加しました。
　受賞者は次の通りです。【最優秀賞】平戸中３
年瀧下莉緒さん【優秀賞】平戸中３年北村渚紗さ
ん、度島中２年古川夢乃さん。瀧下さんには、２
月に開催される県大会への出場権が与えられます。

　九州オルレ平戸コースで「2015秋九州オルレ
フェア」が開催されました。

　当日は、福岡・平戸間を臨時運航するビートル

の寄港に合わせて行われ、乗船してきた参加者と

ともに、韓国からも約60人の参加があり、合計

150人ほどの参加者が、秋空の平戸コースを散策

しました。異国情緒溢れる平戸の歴史的街並みや

ススキなどの自然が残る景観を眺めながら歩き、

休憩地点でのうちわえびの味噌汁や、平戸スイー

ツのふるまいなど平戸特産の食のおもてなしを堪

能でき、満足していました。

オルレの本場韓国からも参加
11
３

.
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　大島村離島開発総合センター前広場で、「第31
回大島村ふるさとまつり」が開催されました。
　ステージでは、園児によるおゆうぎや小・中学
生による合唱の披露、福岡県田川郡赤村の赤村・
我鹿太鼓の総勢21人による勇壮な太鼓などが披
露され、訪れた400人の観客の皆さんは、大きな
拍手を送っていました。
　この他に、大島村文化祭、平戸市美術展覧会、
や国選定重要伝統的建造物群保存地区「神浦の町
並み」を巡るツアーも開催され、多くの人が大島
村の魅力を満喫していました。

大島村が盛り上がった１日

11
16 税について考えました

　平戸市未来創造館で平成27年度「税に関する作
文」表彰式が開催されました。
　国税庁が募集した「高校生の税に関する作文」
（平戸税務署管内582点）と国税庁と全国納税貯蓄
組合連合会が募集した「中学生の税についての作
文」（平戸税務署管内736点）の応募の中から、高
校生4人、中学生7人が選ばれ、各賞の表彰が行
われました。
　受賞者の作品は、12月上旬に市役所本庁をは
じめ、各支所および平戸税務署などで展示予定で
す。

８
11

大好きな平戸のために頑張って！

　愛の園保育所の年長児22人が、勤労感謝の日
を前に市役所を訪れ、市長を表敬訪問しました。
　園児の代表が「いつも大好きな平戸のために仕
事をしてくださってありがとうございます。これ
からも頑張ってください」と述べました。その後、
園児みんなで作成した手作りの感謝状やカレン
ダー、市長の似顔絵をプレゼントしました。これ
に対し市長は「毎年ありがとうございます。いた
だいたものは、大事に市長室に飾ります。私も精
一杯頑張るので、皆さんも頑張ってくださいね」
と感謝の言葉を送りました。

11
18

本に親しみ自己表現を磨く

　平戸市ふれあいセンターで「平戸市児童読書感
想発表大会」が開催されました。
　この大会は、子どもが本に親しむ機会をつくり、
読書の楽しさ、すばらしさを体験させ、習慣化を
図り、併せてより深く読書しその感動を自分の言
葉で文章にして表現するということを目的に実施
しています。今回の受賞者は次のとおり。【最優
秀賞のみ】松永璃星羅さん（田平東小１年）大坂屋
陽菜さん（田助小２年） 松尾紗梨さん（平戸小３
年）平松幹将さん（堤小４年）伊藤叶優さん（平戸
小５年）山西美空さん（田助小６年）

11
14

平戸の旬の食材が勢揃い

　平戸瀬戸市場前広場で、「平戸瀬戸市場秋の収
穫祭」が開催されました。
　毎年、農産物などの収穫時期にあわせて行われ
ているこのイベントは、平戸瀬戸市場のそれぞれ
の部会から、今年取れた平戸産の食材などを使っ
た品物を、店頭で販売しています。
　この日は、小雨がぱらつく天候でしたが、お昼
時になると、買い物や昼食に訪れた人たちも、焼
きそばや、イカ焼き、いもスティックなどの香り
に足を止めて、試食をしたり購入したりと楽しん
でいました。

11
14

　平戸文化センターで「平戸市青少年音楽会」が
開催されました。
　当日は、市内の小学校から高校まで11組の児
童、生徒による合唱や演奏などの発表が行われ、
子どもたちの熱のこもった演奏は、日ごろ音楽に
触れる機会がない人たちの心にも、響くほどの音
色を奏でていました。
　また、スペシャル金管打楽器アンサンブル
（OMURA室内合奏団）によるメドレーが行われ、
集まった約900人の観客は、プロの合奏団が演奏
するハーモニーに聴き入っていました。

音楽を通じて青少年を育成
11
14

たくさんの「命」をありがとう

　平戸幼稚園で農業・漁業体験、親子ふれ合い体
験活動の一環として「ひらどっ子おいしいものま
つり」（平戸市漁青連、JA平戸・生月地区女性部
共催）が開催されました。
　園児たちは、新鮮な魚をさばく様子を見ながら
「お魚さんがかわいそう」「命があるのに」と素直
な気持ちを口にしていました。調理実習ではエソ
のすり身を使ったちくわや、平戸産の野菜と混ぜ
たかまぼこなど、平戸産の食材を使った昼食を
作って食べることを通して、命をいただいている
ことを知り、感謝の心を持つ大切さを学びました。

11
13

あ　   が



第１１回平戸市児童読書感想発表大会 開催



【お申込先＆お問い合わせ】平戸商工会議所青年部　☎ 0950-22-3131 Fax 0950-22-3130
【主催】平戸商工会議所青年部　【共催】平戸料飲業組合・木引田町商店街振興組合・木引田町青年会【後援】平戸市・平戸市地域めぐりあい協議会

参加者募集参加者募集中！！参加者募集中！！

参加資格♥２０歳以上の同性２人１組で参加できる人
　　　　　※既婚者は１人まで参加可能

申込期間♥平成２７年１２月１日（火）
　　　　　　　　　　　　　～平成２８年１月１５日（金）
　　　　　※定員になり次第締め切りとさせて頂きます。

申込方法♥右記のＱＲコードを読み込み、
　　　　　必要事項を入力していただき、
　　　　　送信ボタンを押して下さい。
　　　　　折り返し事務局よりご連絡し
　　　　　ます。
送迎予約♥佐世保発着シャトルバスを用意しております。　
　　　　　ご利用はご予約の人のみとなっております。
　　　　　あらかじめご了承ください。

連携 連携

提供禁止提供禁止

私のマイナンバーは
　　　　　　９８７６・・・・・・・です。
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平成28年１月からマイナンバーは、
社会保障、税、災害対策の行政手続で利用します

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、他人に提供したりす
ることはできません

　他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供したりすると、処罰されることがあります。マイナンバー
と結びついた個人情報を保護するため、さまざまな対策を講じます。

個人情報は一元管理されず、複数の機関における情報連携には、個人番号を使
用しないため、個人番号から芋づる式に個人情報が抜き出せない仕組みとな
っています

　マイナンバー制度では、個人情報が同じところで管理されることはありません。例えば、国税に関する情報は税務署に、
児童手当や生活保護に関する情報は市役所に、年金に関する情報は年金事務所などに、これまでどおり情報は分散して
管理されます。また、役所の間で情報をやり取りする情報連携の際には、マイナンバーではなく、役所ごとに異なるコード
を用いますので、例え１カ所で漏えいがあったとしても、個人情報が芋づる式に抜き出せない仕組みとなっています。

「今後の制度実施の流れ」

                   

制度実施 

の流れ 

■お問い合わせ　総務課行政班　☎内線2315

　年金、雇用保険、医療保険の手続、生活保護や福
祉の給付、確定申告などの税の手続など、法律で定
められた事務に限って、マイナンバーが利用されま
す。民間事業者でも、社会保
険、源泉徴収事務など法律
で定められた範囲に限り、
マイナンバーを取り扱い
ます。

平成28年１月～ 平成29年１月～ 7月～

○社会保障・税・災害対策の手続き

　で、マイナンバーの利用開始

○申請者に、個人番号カード交付

国の行政機関で
情報連携開始

地方公共団体も
含めた、情報連携
開始

市役所 年金事務所税務署
（国税情報） （年金情報）（福祉情報）

各 機 関での情 報 連 携にマイナンバーは使用しません各機関での情報連携にマイナンバーは使用しません



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
12月15日

１月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.43

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「１月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

12月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

戸石川町

１歳のお誕生日おめでとう。あ
なたの笑顔に癒されます。お姉
ちゃんとお兄ちゃんと仲良くね。
　       from 　辰朗さん・　 郁美さん

川久保 百萌 ちゃん
 かわくぼ　　ももえ

父 母

１歳

野子町
浦上 礼愛 ちゃん 
 うらかみ　  らい

３歳

3歳おめでとう！妹思いの優し
いお姉ちゃん！これからも元
気いっぱい健やかに育ってね。
    　　 　　　　　　from　 淳子さん母

田平町

1歳おめでとう♡
元気に大きくなってね♡だい
すき♡
                             from　 沙樹さん

すみえ  　  まよい

１歳住江 真宵 ちゃん

母

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

１歳折口 大成くん
おりぐち    たいせい

永田 皇雅くん
ながた      こうが 

１歳
永田 莉煌ちゃん
ながた 　　りこ

５歳

１歳
藤澤 眞央ちゃん
ふじさわ　　まお

１歳
岸田 絢心ちゃん
きしだ      あやね

１歳
田中 琴音ちゃん
たなか     ことね

●障害者手帳がなくても受けられる制度をご存知ですか？

　　障がいのある人が住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせるよう、さまざま

な福祉制度があります。対象者の年齢、障がいの種類や程度、所得により、受けら

れるサービスは異なります。今月号では、この福祉制度について紹介します　

　　　　　　　　　　　　　   ■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2564

障がいのある人のための
　　　福祉制度についてご存知ですか？
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●受けられるサービスの種類と内容について

■福祉医療費助成制度

対象者
身体障害者手帳(１～４級)、療育手

帳(Ａ１～Ｂ２)、平成２５年１０月受診

分からは、精神手帳１級(通院のみ)

も対象になります。

※支給する額は、等級などによっ　

　　て異なります。

病院、薬局でかかった医療費の一部

を助成する制度です。

■ＮＨＫ受信料免除

対象者
全額免除

障害者(身体・知的・精神)が世帯

の構成員であり、世帯全員が市町

村民税非課税の場合

半額免除

①重度障害者(身体１・２級、知的

Ａ、精神１級)が世帯主(契約者)で

ある世帯

②視覚または聴覚障害者が世帯主

　(契約者)である場合

ＮＨＫの受信料が世帯の課税状況など

によって免除される制度です。

■福祉タクシー

対象者
●身体障害者手帳１、２級を持ち、

　　車いすを常用している人

●視覚障害の身体障害者手帳１級　

　　を持ち、所得税非課税世帯に属  

　　している人

●療育手帳を持っている人

内容
タクシー券発行枚数…対象者1人

当たり、年間４８枚まで

助成額…１回の乗車につき、初乗り

料金の９割助成

タクシー業者を利用する際に基本料金

の一部を助成する制度です。

■補装具・日常生活用具

失われた身体機能を補完または代替する装具や、日常生活を容

易にするための用具を給付する制度です。

■難聴児補聴器購入費助成

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の聴覚障害の

ある児童に対して、補聴器の購入費用の一部を助成する制度です。

対象者
難病（対象疾病に限る）の人。身体障害者手帳、療育

手帳を所持している人

内容
車いす、義足、矯正眼鏡、補聴器、たん吸引器、頭部

保護帽、入浴補助用具など

※上記以外にも購入できる装具、用具があります。

対象者
身体障害者手帳の交付を受けていない18歳未満の児童

内容
補聴器基準額の２/３の額を助成

※上記で紹介しているサービス以外にも、さまざまな障害福祉サービスがありますので、お気軽にご相談ください。
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大学卒業
程　　度

平戸市職員の採用試験を実施します

○一次試験　　平成28年1月24日（日）　
○試験会場　　平戸市役所3階会議室（平戸市岩の上町1508番地3）
○申込締切日　12月25日（金）　※郵送の場合、当日消印有効
○申込用紙請求方法
　・申込用紙は、総務課人事班、平戸市民病院、生月病院、消防本部、各支所地域振興課および各出張所で交
　　付します。申込用紙を郵便請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、120円
　　切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号／ 33cm×24cm）を必ず同封してください。
■お申し込み・お問い合わせ
　〒859-5192  平戸市岩の上町1508番地3  総務課人事班（☎内線2317）

【試験職種・採用予定数・受験資格など】

【試験日時、会場・申込方法】

これからの平戸を担っていくのは、今これを見ているあなたです！！

採用予定数試験区分 試験職種 職 務 内 容 受 験 資 格 基 準 （全てを満たすこと）

資格免許職
（短大卒業程度）

資格免許職
（大学卒業程度）

①昭和61年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による大学において専門課程を
卒業した人、または平成28年３月までに卒業見込みの人

１人

専門技術の業
務

土　木

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②薬剤師法（昭和35年法律第146号）の規定による薬剤師の免許を有する人、
または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

若干名

市立の病院で
薬剤師の業務
に従事

薬剤師

①昭和50年４月２日以降に生まれた人
②診療放射線技師法（昭和26年法律第226号）の規定による診療放射線技師の
免許を有する人、または平成27年度実施の国家試験で免許取得見込みの人

１人
診　療
放射線
技　師

市立の病院で
診療放射線技師
の業務に従事

①平成５年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校を卒業した人、
または平成28年３月までに卒業見込みの人若しくはこれと同等以上の学力
を有すると認められる人

③身体強健で、色神、聴力、言語および運動機能などに障がいがなく、次の
身体基準を満たす人

　・身長160cm以上、体重50kg以上で、胸囲はおおむね身長の２分の１以
　上であること。

　・視力は、両眼で0.7以上（一眼でそれぞれ0.3以上であること。矯正視力
　を含む）、かつ、赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。

　・聴力が正常であること。
　・体質壮健で四肢完備し、その活動が自由であること。
　・感染性疾患がないこと。
　・精神機能が完全であること。
　・言語は、明瞭で充分発声ができること。
④採用後平戸市に居住可能な人

高校卒業
程　　度

１人消防士 消防に関する
専門的業務
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田平天主堂の見学にあたってのお願い

※有効期限が過ぎた商品券は、使用できません  
　ので早めに使用してください。
　また、使用しなかった商品券は、返金できま
　せんのでご注意ください。

■お問い合わせ　商工物産課商工新産業班　☎2214

ひらどプレミアム商品券
       のご利用はお早めに！

使用期限が、
平成27年

12月31日（木）
　　　　　までとなっています。

　｢長崎の教会群とキリスト教関連遺産｣の構成資産になっている教会堂では、教会行事（ミサ、
葬儀など）により見学できない場合や、一度に多くの見学者を受け入れることができない場合
もあるため、見学を希望する時には事前連絡をお願いしています。
　この仕組みは、カトリック長崎大司教区を始めとする関係者が、世界遺産登録の気運が高
まる中、「教会堂の秩序ある公開」に向けた仕組みづくりを検討する中で構想されたものの一
つです。現在、「教会守」と呼ばれる、教会堂を「見守る人」が常駐し、来訪者に対して教会堂
の見学マナーなどの普及啓発に努めているほか、この取り組みの中心となる「長崎の教会群イ
ンフォメーションセンター」と連携して、現地での来訪者確認などを行っています。
　今後、想定されるさまざまな課題を、関係者が一緒になって協議し、改善していきながら
大幅な来訪者増加が見込まれる世界遺産登録年（平成28年）以降にも対応できる体制を構築
することを目指していますので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

事前連絡先
長崎の教会群インフォメーションセンター
（長崎市出島町1-1-205　出島ワーフ2階）
☎095-823-7650（午前9時30分～午後５時30分）
http://kyoukaigun.jp
（Webサイトからも簡単に申し込みができます。）

見本

音楽と映像のコラボレーションコンサート
　11月1日、多目的研修センターで歌手の松口ようこさんによる

「ピアノ弾き語りコンサート～想い～」が行われました。今回、松

口さん所有のグランドピアノを多目的研修センターに寄贈したこ

とを記念して行われ、集まった約250人の観客も映像と音楽のコ

ラボレーションコンサートを鑑賞していました。

　なお、今回のコンサートの収益金は、ピアノの輸送費などの費

用に活用されます。
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収
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あ
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。
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29
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30
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水
）は
午
後

　

３
時
ま
で
。
１
月
４
日（
月
）以
降
平
常
受

　

入

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月16日
12月17日
12月18日
12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月  4日
1月  5日
1月  6日
1月  7日

水
木
金
土
日
月
火
祝・水
木
金
土
日
月
火
水

月
火
水
木

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日
平戸・生月地区 田平地区

燃えるごみ 燃えるごみ 資源ごみ等燃えるごみ 資源ごみ等
大 島 地 区北松北部

クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

休　　み

休　　　み

休　　　み

休　　　み 休　　　み休　　　み休　　　　み

平常収集

平常収集

平常収集

受入可
受入可

8：30～16：30

休　　み

休　　み

受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥　

し尿汲み取り　

し尿汲み取り

し尿汲み取り

し尿・
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）　
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

年内は12/4（金）までに要予約
12/29（火）～1/3（日）まで休み
1/4（月）から受付

年内12/11（金）までに要予約
12/29（火）～1/3（日）まで休み
1/4（月）から受付

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

休　　　　　み

休　　　　み休　　　　み休　　　　　み

12/31（木）～１/３（日）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

平 常 収 集平 常 収 集

平 常 収 集

平常収集
平常収集

飲料用缶

平 常 収 集

平 常 収 集 平 常 収 集

平 常 収 集

全区域収集 休　み全区域収集

休　み全区域収集

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

受入可

9：00～12：00
13：00～16：00

受入可

9：00～12：00
13：00～15：00

受入可

的 山 ・大根坂
神浦・前平・西宇戸

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

受入可

※28日は16：00まで可

その他不燃・危険
物・粗大ごみ

12/29（火）～1/3（日）まで休み
12/31（木）～1/3（日）まで休み
12/7（月）までに要予約
12/29（火）～1/3（日）まで休み
12/26（土）までに電話連絡
12/30（水）～1/5（火）まで休み
12/29（火）午後から1/4（月）まで休み
11/30（月）～12/11（金）予約
12/12（土）～12/21（月）予約
12/29（火）～1/3（日）まで休み
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住
所
を
有
す
る
乳
幼
児

　
【
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で
に
出
産
予

　

定
を
含
む
】の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の

　

祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

12
月
１
日（
火
）〜
14
日（
月
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
か
ら
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
大
学
、
長
崎
大
学（
教

　

養
教
育
講
義
棟
）

○
受
験
願
書
受
付
期
間　

　

・
書
面
申
請　

平
成
28
年
１
月
７
日（
木
）〜

　
　

１
月
15
日（
金
）

　

・
電
子
申
請　

平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）〜

　
　

１
月
12
日（
火
）

○
受
験
願
書
の
入
手
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研

　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保

　

安
室
、
県
内
各
消
防
署

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
こ
れ
ま

で
有
権
者
の
申
請
に
よ
り
調
製
・
登
録
し
て
い

ま
し
た
が
、「
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
案
」が
成
立
し
、
９
月
４

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
公
選
制
が

廃
止
さ
れ
、
今
後
は
、
名
簿
の
調
製
は
行
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
名
簿（
平
成
27
年
１
月
に
調
製
し
た

も
の
）は
、
現
農
業
委
員
の
任
期
満
了
日（
平

成
30
年
２
月
28
日
）ま
で
据
え
置
き
、
農
業
委

員
の
解
任
請
求（
リ
コ
ー
ル
）に
用
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
５
１
６
５

平
成
28
年
平
戸
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
７

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
2
6

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
３

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

車　種　区　分

〈２輪・小型特殊自動車〉〈３輪・４輪以上〉

平成27年度
まで

平成28年度
以降

総排気量50cc以下
総排気量50cc超90cc以下
総排気量90cc超125cc以下
ミニカー

原動機付
自転車

２輪の軽自動車 
２輪の小型自動車 

小型特殊
自動車

税 率 （年額）

農耕作業用のもの
農耕作業用以外のもの

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円
4,700円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円

車種区分

自家用
営業用
自家用
営業用

４輪以上
乗用

４輪以上
貨物

税 率 （年額） ※平成28年度以降

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

３　輪

平成27年
４月１日
以降の新
規登録車

平成27年
３月31日
までの
登録車

新規登録後
13年超

（経年重課）

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

募　

集

申
・
問
学
校
教
育
課
指
導
班

　

☎
内
線
５
１
４
５

平
成
28
年
度
市
立
平
戸
幼
稚
園
入

園
児
を
募
集
し
ま
す

平
成
28
年
度
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
・
幼
稚
園（
市
外
）へ
の
入
所

申
し
込
み
の
ご
案
内

　　

平
成
28
年
４
月
以
降
、
新
た
に
保
育
所
、
市

外
の
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
教
育
・

保
育
施
設
な
ど
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の

保
護
者
は
、
支
給
認
定
申
請
兼
利
用
申
込
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、

各
支
所
地
域
振
興
課
・
出
張
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
込
関
係
書
類
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、

各
支
所
、
各
出
張
所
の
窓
口
お
よ
び
各
保
育
所

（
園
）な
ど
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※

平
成
27
年
度
か
ら
継
続
し
て
同
じ
施
設
を
利

　

用
す
る
場
合
の
申
請
は
、
今
年
度
か
ら
不
要

　

に
な
り
ま
し
た
。

○
申
込
期
間　

12
月
15
日（
火
）〜
平
成
28
年

　

２
月
１
日（
月
）

　

※

市
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望
さ

　
　

れ
る
場
合
は
、
施
設
の
募
集
開
始
後
す
ぐ

　
　

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
所
で
き
る
基
準

　
【
保
育
を
希
望
す
る
場
合
】

　
　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
ど
れ
か
に
該

　

当
す
る
場
合

　
　

・
月
に
60
時
間
以
上
就
労
し
て
い
る

　
　

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

　
　

・
病
気
・
け
が
、
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る

　
　

・
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護
し
て
い
る

　
　

・
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る　

　
　

・
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）を
継

　
　
　

続
的
に
行
っ
て
い
る

　
　

・
就
学（
職
業
訓
練
校
に
よ
る
訓
練
を
含

　
　
　

む
）し
て
い
る

　
　

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

　
　

・
そ
の
他
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
態
と
市

　
　
　

長
が
認
め
る
場
合

　
【
教
育
を
希
望
す
る
場
合
】

　
　

満
３
歳
以
上
の
教
育（
認
定
こ
ど
も
園
や

　

幼
稚
園
な
ど
の
利
用
）を
希
望
す
る
児
童

○
保
育
の
必
要
量　

保
育
の
支
給
認
定
は
、
月

　

１
２
０
時
間
以
上
の
就
労
な
ど
、
保
育
を
必

　

要
と
す
る
事
由
ご
と
の
基
準
に
よ
り
、
次
の

　

２
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

・
保
育
標
準
時
間　

11
時
間
利
用
可
能

　

・
保
育
短
時
間　
　

８
時
間
利
用
可
能

○
事
前
に
用
意
す
る
も
の

　

・
保
護
者
の
印
か
ん

　

・
保
護
者
の
平
成
27
年
度
住
民
税
課
税
証
明

　
　

書（
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
本
市
に
転

　
　

入
し
た
保
護
者
の
み
）

　

・
保
護
者
の
就
労
証
明
書
、
母
子
手
帳
、
障

　
　

害
者
手
帳
、
保
育
を
必
要
と
す
る
申
立
書
、

　
　

在
学
証
明
書
な
ど
保
育
を
必
要
と
す
る
事

　
　

由
を
確
認
で
き
る
書
類

○
そ
の
他
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
　

急
に
保
育
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

　

市
内
全
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る「
一
時
預

　

か
り
」な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

　

ま
す
。

○
平
成
28
年
度
の
保
育
料

　
　

４
月
か
ら
８
月
分
ま
で
の
保
育
料
に
つ
い

　

て
は
、
保
護
者
の
平
成
27
年
度
市
民
税
額
を

　

基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。（
９
月
か
ら
３
月
分

　

ま
で
の
保
育
料
は
保
護
者
の
平
成
28
年
度
の

　

市
民
税
額
を
基
に
９
月
に
決
定
し
ま
す
。）

○
募
集
対
象
者　

　

・
年
長
組（
５
歳
児
）平
成
22
年
４
月
２
日

　
　

か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　

た
幼
児

　

・
年
中
組（
４
歳
児
）平
成
23
年
４
月
２
日

　
　

か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　

た
幼
児

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

○
保
育
料　

原
則
応
能
負
担
。
こ
の
他
に
月
額

　

６
０
０
０
円（
内
訳
は
次
の
と
お
り
）ほ
ど

　

か
か
り
ま
す
。

　
（
平
成
27
年
度
の
場
合
）

　

・
年
長
組
・
年
中
組
共
通　

給
食
費
３
，
７

　
　

８
０
円
、
育
友
会
費
９
０
０
円
、
教
材
費

　
　

５
０
０
円
、
絵
本
４
３
０
円

　

・
年
長
組　

記
念
ア
ル
バ
ム
代
積
み
立
て
金

　
　

６
０
０
円　
　
　

○
預
か
り
保
育
時
間　

午
後
２
時
〜
５
時
30
分

○
預
か
り
保
育
料　

１
０
０
円
／
１
時
間（
別

　

途
お
や
つ
代
50
円
／
１
回
）

※

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
戸
幼
稚
園
に
備

　

え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
、
直
接
平
戸
幼
稚
園
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

　　

12
月
15
日（
火
）か
ら
24
日（
木
）ま
で
の
10

日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
子
ど

も
・
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

　
　

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

○
対
象
者　

平
成
27
年
度
市
民
税（
均
等
割
）非

　

課
税
者

　

※

市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、

　
　

お
よ
び
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
は
対

　
　

象
外
で
す
。

○
申
請
期
限　

平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）

　

※

郵
送
で
の
申
請
は
、
当
日
消
印
有
効

○
申
請
場
所　

福
祉
課
・
各
支
所
・
各
出
張
所

　

※

本
市
で
申
請
が
で
き
る
の
は
、
平
成
27
年

　
　

１
月
１
日
時
点
で
、
市
内
に
住
民
登
録
の

　
　

あ
る
人
で
す
。

　

合
併
10
周
年
を
機
に
本
年
度
か
ら
本
市
の
成

人
式
は
１
カ
所
で
の
み
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

平
成
28
年
１
月
３
日（
日
）午
後

　

0
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
対　

象　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人（
現
在
、

　

平
戸
市
に
在
住
で
な
い
人
も
参
加
可
能
）

　

税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自

動
車
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
軽
自
動
車
税
】

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
、
２

輪
の
軽
自
動
車
、
２
輪
の
小
型
自
動
車
、
農
耕

作
業
用
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
が
次

の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

３
輪
お
よ
び
４
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
、
平

成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
規
登
録
す
る
車
両

に
つ
い
て
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
３
輪

お
よ
び
４
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

現
行
税
率
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
登
録
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
３

輪
お
よ
び
４
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

経
年
重
課
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

九
州
電
力（
株
）平
戸
営
業
所

☎
0
1
2
0

-

9
8
6

-

4
0
1

問

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５

-

８
１
３

-

１
３
１
７

問

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
57

-

３
９
３
３

問

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局

☎
22

-

２
２
６
３

問

「
第
67
回
人
権
週
間
」特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

県
保
育
協
会

☎
０
９
５

-

８
４
６

-

８
８
７
１

問

「
保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
ま
す

特設人権相談所

12月  4日（金）

12月  8日（火）

12月10日（木）

生月船員福祉会館

たびら活性化施設

大島村離島開発総合センター

未来創造館「ＣＯＬＡＳ平戸」

※開設時間は午前10時～午後４時です 

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
保
育
士

な
ど
の
職
に
就
い
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
保

育
所
な
ど
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
就
職
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

平
成
28
年
１
月
19
日（
火
）午
後
１

　

時
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
市
相
浦
地
区
公
民
館

○
内　

容　
「
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
」に
つ
い
て
の

　

話
、
保
育
現
場
で
働
く
園
長
や
保
育
士
の
話

○
参
加
費　

無
料

○
対
象
者　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
・
看
護

　

師（
准
看
護
師
）免
許
を
有
す
る
人

○
申
込
締
切
日　

平
成
28
年
１
月
14
日（
木
）

　

そ
の
他
内
容
、
申
込
み
に
関
す
る
詳
細
は
長

　

崎
県
保
育
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

【
長
崎
県
保
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.nagasakihoiku.or.jp/

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
28
年
度
第
１
学
期（
４

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間

　

▼
第
１
回　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）ま
で

　

▼
第
２
回　

平
成
28
年
３
月
20
日（
日
）ま
で

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
近
く
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
た
こ
な
ど
が
電
線
に
引
っ
か

か
っ
た
場
合
や
、
切
れ
た
り
垂
れ
下
が
っ
た
電

線
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
絶
対
に
近
づ
か
ず
九

州
電
力
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク
レ
ー

ン
な
ど
を
使
用
し
、
電
線
の
近
く
で
作
業
す
る

場
合
は
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。
今

年
は「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 
Ｉ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｔ 

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
だ
か

ら
、
こ
こ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
全
国
で
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

県
北
保
健
所
で
は
、
希
望
す
る
人
に
匿
名
・

無
料
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
検
査
日
・
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

第
１
月
曜
日　

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

○
検
査
項
目

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）　

　

※

同
時
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、Ｂ
型
肝
炎
抗
原
、Ｃ

　
　

型
肝
炎
抗
原
も
検
査
で
き
ま
す
。

　

検
査
の
２
週
間
後
以
降
に
保
健
所
で
面
談
に

て
検
査
結
果
を
説
明
し
ま
す
。

　

12
月
４
日（
金
）か
ら
10
日（
木
）は
、
人
権

週
間
で
す
。
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
人
権
を
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
皆
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

【
平
戸
地
区
】　　

内
山　

叶
菜 

慎
二 

獅
子
第
４

津
上　

湊
桜 

大
輔 

上
大
垣

栁
本　

大
地 

元
気 

田
原
崎

西
宮　

紗
来 

健
朗 

宮
の
浦

大
城　

蒼
太 

良
太 

明
の
川
内

吉
住　

明
希 

貞
治 

稗
田

牧
野　

結
月 

聖
樹 

上
大
垣

白
石　

茜 

昌
義 

川
内
浦

前
川　

諒 

芳
幸 

上
大
垣

前
田　

隆
志 

智
史 

神
鳥

【
生
月
地
区
】

松
永　

栞
奈 

幸
二 

山
田

【
田
平
地
区
】

立
石　

瑞
岬 

浩
一 

下
亀

【
平
戸
地
区
】

松
瀨　

良
江 

68
歳 

10
／
14 

曲
り

間
瀨　

知　

子 

86
歳 

10
／
15 

薄
香
浦

田
中　

シ
ゲ 

93
歳 

10
／
17 

船
越

柴
山　

良
市 

85
歳 

10
／
19 

宮
の
浦

寺
田　

シ
ゲ 

93
歳 

10
／
21 

主
師

西
山　

チ
ヨ
ノ 

88
歳 

10
／
24 

下
中
津
良

藤
田　

洋
子 

76
歳 

10
／
24 

獅
子
第
４

米
倉　

蜜
夫 

84
歳 

10
／
25 

獅
子
第
３

藤
澤　

時
夫 

94
歳 

10
／
25 

紐
差
第
１

里
﨑　

チ
ナ 

102
歳 

10
／
25 

早
福

堺
屋　

ア
サ
ヨ 

88
歳 

10
／
26 

度
島
浦

石
野　

ア
ヤ 

85
歳 

10
／
27 

山
中

久
家　

ナ
ギ
子 

90
歳 

10
／
27 

木
ヶ
津
第
２

針
尾　

蜜
雄 

94
歳 

10
／
27 

紐
差
第
４

栁
本　

仙
一
郎 

91
歳 

10
／
28 

潮
の
浦

西
宮　

ミ
ツ
エ 

85
歳 

10
／
28 

宮
の
浦

内
野　

景
子 

63
歳 

10
／
31 

清
水
川

橋
村　

文
子 

83
歳 

11
／
1 

敷
佐

百
江　

ト
シ
子 

101
歳 

11
／
1 

宝
亀
第
２

新
吉
屋　

福
松 

74
歳 

11
／
5 

宮
の
浦

松
永　

正
樹 

63
歳 

11
／
5 

早
福

川
渕　

ナ
ミ 

103
歳 

11
／
6 

飯
良
第
２

安
冨　

凉
男 

81
歳 

11
／
8 

川
内
浦

松
口　

和
子 

74
歳 

11
／
10 

獅
子
第
３

谷
田　

俊
子 

87
歳 

11
／
11 
東
京
都
町
田
市

澤
井　

孝 

87
歳 

11
／
13 

野
子

川
上　

幸
惠 

87
歳 

11
／
13 

上
大
垣

【
生
月
地
区
】

岡
元　

チ
ヨ 

92
歳 
10
／
17 
元
触

松
本　

テ
ル
子 
86
歳 
10
／
19 
舘
浦
浜

久
原　

イ
ヨ 

96
歳 
10
／
22 
壱
部

内
山　

勇 

85
歳 
10
／
28 
壱
部

冨
山　

フ
ミ
子 
91
歳 
10
／
31 
浦
北

田
中　

敏
男 

68
歳 
11
／
7 
舘
浦
浜

立
石　

陽
一 

85
歳 
11
／
9 
堺
目

久
家　

サ
ツ 

92
歳 
11
／
10 
浦
南

【
田
平
地
区
】

福
井　

チ
サ
子 
88
歳 
10
／
22 
田
代

伊
東　

弘 

68
歳 
10
／
24 
山
内

本
川　

ア
サ
ヱ 
89
歳 
10
／
26 
以
善

田
上　

定 

87
歳 
10
／
30 
岳
崎

冠　
　

惣
一 

92
歳 
10
／
31 
下
亀

立
石　

フ
ミ
子 
104
歳 
11
／
9 
野
田

【
大
島
地
区
】

田
中　

春
光 

81
歳 
10
／
24 
的
山
在

久
保
田 
光
子 

88
歳 
10
／
25 
前
平

立
石　

勝
朗 

82
歳 
10
／
30 
大
根
坂

白
石　

節
子 

85
歳 
11
／
6 
大
根
坂

　
　
　
　
　
　

（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

う
ち
や
ま 

か
ん　
な 

し
ん　
じ　
　
　

　
つ　
が
み 

そ
う　
ら 

だ
い
す
け

や
な
ぎ
も
と 

だ
い　
ち 

げ
ん　
き

に
し
み
や 

　
さ　

ら 

た
つ
ろ
う

お
お
し
ろ 

そ
う　
た 

り
ょ
う
た

よ
し
ず
み 

　
あ　

き 

さ
だ
は
る

ま
き　
の 

　
ゆ　

づ 

ま
さ　
き

し
ら
い
し 

あ
か
ね 

ま
さ
よ
し

ま
え
か
わ 

り
ょ
う 

よ
し
ゆ
き

ま
え　
だ 

り
ゅ
う
じ 

さ
と　
し

ま
つ
な
が 

か
ん　
な 

こ
う　
じ

た
て
い
し 

　
み
さ
き 

ひ
ろ
か
ず

ま
つ　
せ 

よ
し　
え

　
ま　

せ 

　
ち　

え　

こ

　
た　
な
か

し
ば
や
ま 

り
ょ
う
い
ち

て
ら　
だ

に
し
や
ま

ふ
じ　
た 

ひ
ろ　
こ

よ
ね
く
ら 

み
つ　
お

ふ
じ
さ
わ 

と
き　
お

さ
と
ざ
き

さ
か
い
や

い
し　
の

　
く　

が

は
り　
お 

み
つ　
お

や
な
ぎ
も
と 

せ
ん
い
ち
ろ
う

に
し
み
や

う
ち　
の 

け
い　
こ

は
し
む
ら 

ふ
み　
こ

も
も　
え

し
ん
よ
し　
や 

ふ
く
ま
つ

ま
つ
な
が 

ま
さ　
き

か
わ
ぶ
ち

や
す
と
み 

り
ょ
う
お

ま
つ
ぐ
ち 

か
ず　
こ

た
に　
だ 

と
し　
こ

さ
わ　
い 

た
か
し

か
わ
か
み 

さ
ち　
え

お
か
も
と

ま
つ
も
と

　
く　
ば
ら

う
ち
や
ま 

い
さ
む

と
み
や
ま

　
た　
な
か 

と
し　
お

た
て
い
し 

よ
う
い
ち

　
く　

が

ふ
く　
い

　
い　
と
う 

ひ
ろ
し

も
と
が
わ

　
た　
が
み 

さ
だ
む

か
も
り 

そ
う
い
ち

た
て
い
し

　
た　
な
か 

は
る
み
つ

　
く　

ぼ　

た 

み
つ　
こ

た
て
い
し 

よ
し
あ
き
ら

し
ら
い
し 

せ
つ　
こ

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎10月末までの交通事故件数

◎10月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,256（－63）
　男性／15,592人（－26）
　女性／17,664人（－37）
■世帯数　14,261戸（ー18）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成27年11月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   9人　（軽傷）66人

（59件）
（  2人）
（86人）

56件
0人
75人

19件）
1,371件（1,290件）
　10件（


